
11

け
取る

，寸凋
，

え
掘

植
を

一一

に
も

月
い
徒 
… 

6
ま
生

・

の
つ
の 
…

月
さ
小

一

今
た
坂 
.

I

a--J

12月号

-、、、

11

わぁーい ぼくたちのイモだ
坂本小学校でさつまいもの掘り取り

さる 月18日，坂本小学校でさつまいもの掘り取りが行われ

ました。

これは，農業後継者地域実践活動の一環として，今年の 6月

に授業時間中の「ゆとりの時間」に植え付け，夏の問，先生と

生徒たちがいっしょうけんめい手入れをしたかいがあって，み

ごとにイモをつけたものです。 83 
「わぁ，おつきよいJ rゃったあ」と，この日はクワを片手

にした生徒たちの歓声が坂本の山あいに響いていました。

町民のうごき

世帯数 1，963戸・人口男  3，941女 4，030計 7，971(昭和58年 月 1日現在)

出生男2女1計3・死亡男5女4計9・転入男B女 12・計18・転出男 7女9計16(昭和58年10月中)

広報かつうら 12月号 =162・昭和58年12月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2ー 2511(代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



民
一一体
育
一察
…ー丸山

協
か
窃
り
が
色
合 
vvu
谷
町
ま
じ
一
一川川

300人が参加した健康マラソン
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都
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回
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ま
た
、
開
会
式
て
は
本
町
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
貫
敵
さ
れ
た
次
の
か
た

が
た
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

豊
田
孝
こ
さ
ん 

(中
角
)

第
三
国
日
本
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

J争
で

一
位
。

J
V
U
J
h

ン
ピ

ッ
ク
全
国
大
会
、
五
十
日川
競

青
年
会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部


陸
上
部


第
包
囲
全
国
青
年
大
会
出
場
す
る
。


体
協
野
球
部


第 
5
回
西
日
本
軟
式
野
球

一
部

大
会
に
出
場
す
る
。

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十

一
月
三
日

は
町
民
体
育
祭
が
催
さ
れ
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
で
楽
し
い

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

前
田
和
代
さ
ん 

(
沼
江 
)
の
選
手

宣
替
の
あ
と
、
全
員
参
加
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
休
を
ほ
ぐ
し
、
各
競
技
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
身
障
者
会

・
老

人
会
・
婦
人
会
な
ど
各
種
団
体
の
競

技
の
ほ
か
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ

ャ

ン
ケ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
の
自
由

参
加
も
多
く
設
け
ら
れ
、
み
な
さ
ん

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
く
盛
大
に
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
も
、
み
な
さ
ん
の
楽
し
い
恕

い
の
一
日
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
な
お
い
っ
そ
う
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第24回町民体育祭ご協力ありがとうございました
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簡
素
な
服
装
で
全
員
出
席
を

一式
一一一

一本
一昭

和
五
十
九
年

勝
浦
町
成
人
式
を

一
月
二
日
(
月
)

一一成一
午
前
九
時
か
ら
住

民
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

・
綾
当
者

昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
三

十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

令� 

か
た
(
昭
和
五
十
三
年
度
勝
浦
中
学

γ 

校
卒
業
者
名
簿
と
昭
和
五
十
八
年
十

T 
V 

二
月
一
日
現
在
の

町
内
在
住
者
)
。

l 

γ 

成
人
式
は
洋
服
で

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に


ご
協
力
を

γ 

γ 
γ 

γ 

T 

T
T


昭
和
日
年
度 + 

成
人
式
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推


進
協
議
会
や
青
年
会
が
出
席
者
に
簡


素
化
を
呼
び
か
け
「
全
員
洋
服
の
着


用
」
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。


成
人
式
は
、
社
会
的
に
も
法
律
的


に
も
大
人
と
し
て
の
権
利
と
責
任
を


負
う
こ
と
と
な
る
、
二
十
歳
を
祝
福


す
る
儀
式
で
す
。
成
人
式
の
意
義
を


十
分
理
解
し
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。


勝
浦
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

ょう


日
年

1
月

2
日

午
前

9
時
か
ら
�
 

高
松
て
ス
ケ
ー
ト

し
ま
せ
ん
か
 

1月22日

明
日
の
ふ
る
さ

と
を
担
う
独
身
者

を
対
象
に
、
本
年

度
も
青
年
交
歓
会

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
催
し
は

花
嫁
花
婿
対
策
と

し
て
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
あ
り

今
年
六
月
に
独
身

青
年
を
も
っ
ご
父

兄
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
か
ら

取
り
入
れ
た
事
業

で
す
。

参
加
対
象
者
は
、
�
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま
す
の
で

一
人
三
百
円
程
度
の
も
の
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

受
歓
会
の
役
員
名
簿

大
弁石立

米
回

好
美

。
実
行
委
員
長
�
 
副
委
員
長

O

会

計

�

 

全反士反 〆'l- 山棚 明月 黒 黒 山横 機 機 中 中 中 中 中 今 右;B石;~久与 与 星 f旦与 生 生

A 1¥1 11内j 
瀬

11内J 桂西ト 掛西本� 瀬 瀬 原j工原i 区当
本 山� iJJ 山 野 野 国 名 名 山 山岩 角 角

。
内

O O O企 。
岩谷

岡� 氏士平士ff.. 東坂 犬車丹 森 林 〉青 森 岡木 山 谷 花宮 西 東 央 岡 綿花勝占
回 )11 フ作田 井伏下 野 ロ� i斑 原 西 開 岡 ロ 上 岡美智

秀
恵 名生

，QII 敏宇谷子
子樹畳真t好工

佐美
J享 美

郁代
車丹 智 時 祥 美 〉羊 在 7ム¥J、;子幸 穀

裕子
好 孝 孝 {主 秀

品世 井口
J念恵j峰尚富裕栄子 子 子寛 M 

212 212 212 212 212 212 212 212 212 2212 212 212 212 
T 

214412 212213 212 212 212 312 1 313 31336368263 384 ~ lIE 。。 611 512 117 212614 711 712 313019 
714 411 413 717 212 612610 517 515 113 916 210 617 01 L 

714 914 917213 913 112 611 518 114 718 5910 914 913 

町
内
町
外
を
問
い
ま
せ
ん
か
ら
、
良

縁
を
求
め
て
多
数
の
か
た
が
参
加
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
次
の
役
員
さ
ん

ま
で
会
費
を
添
、
え
て
申
し
込
ん
で
く

/
該
当
者
に
は
十
二
月
中
旬
ま
で
に

通
知
し
ま
す
。

だ
さ
い
。

開
催
要
領

と

き

昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十

二
日
(
日
)

高
松
市
(
当
日
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
な
ど
楽
し
い
行
事

を
計
画
し
て
い
ま
す
)

女

性

二

千

円

男

性

三

千

円

会 寸T

先• 

v 

v 
+ 
T 
V 

T

+ 
+ 

V 

T 

l 
マ
、，

+ 
T 
V 

+ 
γ 

T 

+ 
γ 

γ 
γ 

交
通
便

対
象
者

貸
切
パ
ス
�
 (2
台
)

坂
本
始
発

女
性
二
十
二
歳
以
上

男
性
二
十
六
歳
以
上

町
内
・
町
外
は
聞
い
ま
せ

ん。

今年�  2月に行われた交歓会

納
税
功
労
者
表
彰
さ
れ
る

納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成
指
導
、
自

池

谷

武

久

(

坂

本

�

 )

①
徳
島
税
務
署
管
内

納
税
貯
普
組
合
連
合
会
長
表
彰

勝

谷

恒

治

(

星

谷

)

①
中
学
生
の
作
文
入
選

岩
崎
多
希
子
(
勝
中
三
年
)

福

徳

直

美

(

勝

中

三

年

)

増
井
由
記
子
(
勝
中
三
年
)

主
納
税
制
度
、
納
税
思
想
の
高
揚
に

積
極
的
に
尽
き
れ
た
功
努
者
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
の
受
彰
者
は
次
の
か
た
で
す
。

心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
)

①
徳
島
財
務
事
務
所
長
表
彰

推
進
協
議
会
�
 

プ

(
敬
称

略
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
成人式簡素な服装で全員出席を

MUS04
テキストボックス
青年交歓会に参加しよう
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きれいな一票

第� 162号� カミ コ つ ら� 昭和]58年� 12月� l日� (4) 

-公 刀ミ 1 2月3日(土)

.投票日 1 2月� 18日(日)

わ
た
し
た
ち
は
、
選
挙
権
を
行
使

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
政
を
は
じ

め
県
や
市
町
村
の
地
均
政
治
に
参
加

す
る
機
会
を
得
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
切
な
一
票
を
け
っ

し
て
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
投
票
は

公
正
に
し
か
も
厳
正
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
固
め
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
国

政
を
左
右
す
る
重
要
な
選
挙
で
す
。

よ
く
考
え
て
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

@
投
票
の
順
序

①
衆
議
院
議
員
総
選
挙

②
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
帯
食

。
不
在
者
投
票

-
投
票
日
の
当
日
、
や
む
を
得
な

い
用
務
の
た
め
投
票
所
で
投
票
で

き
な
い
か
た
は
、
公
一不
自
の
十
二

月
三
日
か
ら
十
二
月
十
七
日
午
後

五
時
ま
で
に
、
不
在
者
投
票
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。¥、 

-
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、


投
票
日

の
四
目
前
(
十
二
月
十
四


日
)
ま
で
に
、
投
票
用
紙
な
ど
の


請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。


。
投
票
所
入
場
券

入
場
券
は
十
二
月
十
五
日
前
後

消
防
年
末
特
別
警
戒

だ
ん
だ
ん
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

に
つ
れ
、
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
チ
ヨ
ッ
ト
し
た

勝
浦
病
院
で
行
わ
れ
た

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
間
違
い

が
な
い
か
早
目
に
維
認
し
て
く
だ

さ
い
。

年
末
特
別
警
戒
を
行
い
、
午
後
八
時

に
、
各
地
区
の
分
団
で
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
、
火
災
を
防
ぎ
ま
し

。

開

票開
票
は
、
午
後
八
時
か
ら
住
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
で
行
い
ま
す
。

。

ト
ふ
‘
っ 
J

刊
は
月
初
日 
j

初
日

-
た
ぱ
一
}
の
吸
い
が
ら
の
始
末
は
完

全
に

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
火
の
つ
い
た
ま

ま
持
ち
運
ん
だ
り
、
給
油
を
し
な

い
よ
う
に

-
ガ
ス
器
具
の
ゴ
ム
管
の
傷
み
は
な

L
カ

・
電
気
器
具
の

ス
イ

ッ
チ
の
切
り
忘

れ
は
な
い
か

・
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
前
に
は
火

の
始
末
を
完
全
に

・
消
火
の
用
意
は
万
全
に 

油
断
が
大
惨
事
を
起
こ
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

お
ψ
栃


d

毎
年
、
こ
の
時
期
に
消
防
団
で
は

』割

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
健
闘


第
三
十
二
回
全
国
青
年
大
会
が
十

一
月
四
日
か
ら
四
日
間
、
東
京
(
国

立
競
技
場
ほ
か
)
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。県

代
表
と
し
て
参
加
し
た
町
青
年

会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、

戦
で
強
豪
の
京
都
代
表
を
2
対 

核
戦
の
す
え
惜
敗
、
上
位
進
出
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
陸
上
競
技
の
岡
俊
弘
さ
ん

(久
図
)
も
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
が
、
憎

し
く
も
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
出
場
に
際
し
て
、

町
内
外
の
関
係
者
め
か
た
や
有
志
の

か
だ
か
ら
、
ご
援
助
と
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
回

O
で

下
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
回
戦
で

優
勝
候
補
の
熊
本
代
表
と
対
戦
。
シ

ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
ま
し
た
が
、

防
火
訓
練
(
ハ
月
白
日

明るい政治

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
衆議院議員総選挙最高裁判所裁判官国民審査

MUS04
テキストボックス
点検は防火のはじまりしめくくり
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子
供
の
教
育
の
場
と
し
て
は
、
家

庭
・
学
校
・
社
会
と
い
う
三
つ
の
場

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
社
会

の
役
割
が

一
番
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す
。

そ
れ
に
は
、
社
会
の
動
き
と
い
う

も
の
は
一
人
や
二
人
の
カ
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
、

一
種
の
あ
き
ら
め
み
た
い
な
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
社
会

が
子
供
に
与
え
る
影
響
は
、
家
庭
教

育
を
進
め
る
う
え
で
た
い
へ
ん
重
要

な
も
の
な
の
で
す
。
現
代
の
よ
う
に

変
化
の
激
し
い
時
代
に
は
、
社
会
の

情
勢
を
適
時
惜
に
把
握
し
、
子
供
の
教

育
の
た
め
の
社
会
浄
化
を
は
か
る
努

力
を
す
る
と
と
も
に
、
社
会
も
ま
た

家
庭
教
育
へ
の
協
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
は
、
こ
の
家
庭

教
育
の
最
終
編
と
し
て
、
社
会
の
役

割
、
親
た
ち
の
社
会
へ
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

付
地
域
の
人
々
の
連
帯
を
す
す
め

ょ
う地

域
の
大
人
た
ち
み
ん
な
が
、

「
よ
そ
の
子
も
わ
が
子
」
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
子
供
に
接
す
る
と

と
も
に
、
青
少
年
健
全
育
成
の
組

織
を
確
立
し
て
、
地
域
の
住
民
が

手
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家庭教育

シリーズ
〈最終回〉

社
会
の
役
割


伺
子
供
の
た
め
に
健
全
な
遊
び
場

を
提
供
し
よ
う

子
供
が
い
つ
で
も
気
軽
に
遊
べ

る
広
場
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
う
え
、
学
習
塾
に
行
く
も
の
も

増
加
し
て
、
子
供
が
、
き
き
と
し

て
遊
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
遊
び
こ
そ
子
供
の

成
長
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
子
供
の
周
辺
か
ら
悪
書
ゃ
い
か

が
わ
し
い
環
境
を
追
放
し
よ
う

ポ
ル
ノ
雑
誌
や
い
か
が
わ
し
い

広
告
や
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど

が
横
行
し
て
お
り
、
青
少
年
教
育

に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
子
供

の
前
か
ら
追
放
す
る
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

¥h 

学
歴
偏
重
の
考
、
之
方
が
学
習
で

の
落
ち
こ
ぼ
れ
児
を
非
行
に
追
い

'，� 

や
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
成
績
だ

町
役
場
・

業
務
の
こ
案
内

急
ぐ
用
件
、

年
末
年
始
の
役
場
の
事
務
は
、
+

二
月
二
十
九
日
か
ら
来
年
の
一
月
一
一
一

日
ま
で
休
み
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
休
み
期
間
中
は
当

直
者
が
死
亡
届
・
出
生
届
・
婚
姻
届

は
受
け
付
け
し
ま
す
。
印
鑑
証
明
や

戸
籍
の
写
し
な
ど
の
事
務
は
取
り
扱

い
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

-句.ー唱. ~ 

---

----ー、、、
うく応

げ

-
'--

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
の
仕
事
や

ぎ愛月の

お
正
月
の
準
備
な
ど
で
つ
い
大
事
な

な
り
ま
す
。
急
ぐ
用
件
、
手
続
な
ど

は
早
め
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
十
八
日
は
、
大
掃
除
な
ど
で
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
二
十
七
日
ま
で
に
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。 -'"-

い読で家
まい完庭
した結教
ただと育
。いしシ
てまり
あす|
り。ズ

が長は
とら 一

、、----

重
視
の
考
え
方
に
移
行
し
よ
う

岡
悪
質
な
子
供
の
遊
戯
場
を
自
粛

し
よ
う

ゲ 

ム
な
ど
は
子
供
を
引
き
つ

け
浪
費
ぐ
せ
を
つ
け
た
り
、
不
良

仲
間
の
た
ま
り
場
に
な

っ
た
り
し

て
非
行
の
源
泉
と
な
り
ま
す
か
ら
、

庖
や
地
域
の
人
々
が
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
子
供
の
集
団
活
動
を
助
長
し
ょ

‘ヲ

子
供
会
な
ど
の
集
団
活
動
に
対


し
て
、
大
人
が
正
し
く
理
解
し
、


積
極
的
に
支
援
し
て
集
団
活
動
の


楽
し
さ
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
大
切


で
す
。


同
学
歴
偏
重
の
考
え
方
を
人
間
性

l

手
続
き
は
早
目
に

書
類
・
届
出
・
登
録
も
忘
れ
が
ち
に

7
日
制 

手
芸
教
室

8
日
同

腕
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

日
日
附

着
付
教
室

日
日
同

踊
り
教
室

時
日
幽

民
諮
教
室

口
日
出

音
頭
教
室
(
教
育
集
会

所
)


却
日 

ω
生
花
教
室


幻
日
制
手
芸
教
室


幻
日 

ω
着
付
教
室

幻
日
同
踊
り
教
室

各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
開
講
し
ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い

よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー

日
月
引
日
か
ら

ー
月

3
固
ま
で
休
業

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
二
月
三

十
一
日
(
土
)
か
ら
一
月
三
日
(
火
)
ま

で
の
問
、
年
末
年
始
の
た
め
休
業
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
間
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

い
大
人
に
な
る
こ
と
で
す
。

同
大
人
の
姿
勢
を
正
そ
う

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
に
大
人
の

犯
罪
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
子
供
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
大
人
の
正
し
い

姿
勢
を
子
供
に
見
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
親
や

地
域
の
人
た
ち
が
日
常
生
活
で
正

し
い
行
為
を
す
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

と
に
か
く
、
社
会
の
大
人
た
ち
が

「
よ
そ
の
子
も
わ
が
子
」
と
い
う
気

持
を
も
ち
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
し
な

。

け
で
人
間
を
評
価
す
る
の
は
や
め

キナし
ょ
、っ

~、、，

653  
日日日
(刈(月)仕) 

音
頭
教
室

生
花
教
室

老
人
等
保
健
福
祉
補
給

金
支
給

MUS04
スタンプ
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人
権
週
間
に
あ
た
っ
て

第� 162号� 

っ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良

心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、

互
い

に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
(
第
一
項 
)

す
べ
て
人
は
、

人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、

言
語
、

宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、

国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、

財
彦
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
又
は

こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に

よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、

こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権

利
と
自
由
を
享
有
す
る
こ
と
が
で

主
コ
由
。

ま
だ
ま
だ
残
る
人
権
問
題

世
界
人
権
宣
言
は
、
誕
生
以
来
世

界
各
国
の
憲
法
や
法
律
に
取
り
入
れ

ら
れ
、
我
が
国
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
平
和
条
約
の
な
か
で
「
世
界
人
権

宣
言
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
努

力
」
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
各
地
で
は
い
ま
だ
に

人
種
差
別
、
維
民
問
題
な
ど
い
ろ
い

ろ
の
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
わ
が

国
に
お
い
て
も
社
会
的
身
分
、
性
別
、

身
体
障
害
に
よ
る
差
別
や
他
人
の
権

利
を
尊
重
せ
ず
に
自
分
の
権
利
だ
け

を
主
張
す
る
た
め
に
お
き
る
人
権
の

衝
突
な
ど
ま
だ
ま
だ
解
決
き
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
日
本
の
民
主
化
は

不
合
理
な
部
活
差
別
の
解
消
な
く
し

て
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
差

別
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言

重
み
、
尊
さ
を
再
度
確
認
し
た
い
も

の
で
す
。

三
十
五
周
年
を
契
機
に

人
権
デ 

・
人
権
週
間

今
年
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

協

調

事

項

さ
れ
て
三
十
五
周
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
国
際
連
合
で
は
記
念
の
意
義
あ

人
権
の
共
存
互
い
に
相
手
の
立

る
行
事
を
行
う
よ
う
各
国
に
要
精
し

場
を
考
え
て
笠
か
な
人
間
関
係
を

て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
も
全
国
各
地

つ
く
ろ
う
| 

で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ

0
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

の
機
会
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
悲
惨

婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
。 

な
出
来
事
へ
の
反
省
の
な
か
か
ら
世

障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

界
人
権
宣
言
が
生
れ
て
き
た
こ
と
を

現
し
よ
う
。 

O O O

l

あ
ら
た
め
て
考
、
ぇ
、
基
本
的
人
権
の
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刊は月 

4
日 

刊
日

を
も
た
ら
し
た
」
と
い
う
認
識
の
も

と
に
「
人
類
社
会
の
す
べ
て
の
構
成

員
の
固
有
の
尊
厳
と
平
等
で
破
る
こ

と
の
で
き
な
い
権
利
と
を
承
認
す
る

こ
と
は
、
世
界
に
お
け
る
自
由
、
正

義
及
び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
」 
(世
界

人
権
宣
言
前
文
)
の

で
基
本
的
人
権

を
確
保
す
る
た
め
に
「
す
べ
て
の
人

民
と
す
べ
て
の
国
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
基
準
」
(
前
向
)
を
宣
言
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
昭
和

j

二
十
三
年
二
九
四
八
年
)
十
二
月


十
日
に
国
際
迎
合
の
第
三
回
総
会
で


採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣
言
」
で
す
。


人
聞
は
生
ま
れ
な
ガ
ら
に


し
て
自
由
・
平
等
で
あ
る


世
界
人
権
宣
言
は
、
前
文
と
三
十

か
条
か
ら
で
き
て
お
り
、
生
命
・
身

体
の
安
全
そ
の
他
多
く
の
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
の
基
準
を
一ホ
し
、
こ
れ

ら
の
人
権
が
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ

て
も
差
別
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
享

有
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、

と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
宣
言
の

基
本
的
立
場
を
最
も
良
く
現
わ
し
て

い
る
の
は
、
次
の
二
条
で
す
。

第
一
条
す
べ
て
の
人
聞
は
、
生
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

わ
が
国
で
は
、

毎
年
世
界
人
権
宣

言
が
誕
生
し
た
十

l

二
月
十
日
を

「
人

権
デ 

」
と
定
め
、

十
二
月
四
日
か
ら

こ
の
人
権
デ
ー
ま

で
の
一
週
間
を

「人

権
週
間
」
と
し
て

人
権
意
識
の
普
及

高
揚
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

世
界
人
権


宣
言
と
は


第
二
次
世
界
大

戦
で
世
界
の
人
々

が
苦
し
み
ま
し
た

が
、
そ
の
苦
し
み

の
中
か
ら
、
基
本

交
通
死
亡
事
故
緊
急
事
態
宣
言

事
故
の
な
い
年
末
年
始
を

県
下
の
交
通
事
故
死
亡
者
は
、
本

い
ま
す
。

年
に
入
り
増
加
傾
向
が
続
き
、
十
一

運
転
者
も
歩
行
者
も
、
交
通
ル
ー

月
十
三
日
現
在
八
十
四
人
に
達
し
、

ル
を
守
り
事
故
の
な
い
年
末
年
始
に

年
間
死
亡
事
故
抑
止
目
標
九
十
人
以

し
ま
し
ょ
う
。

下
の
達
成
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

合
忘
れ
ず
締
め
よ
号
シ 

ト
ベ
ル
ト

こ
の
た
め
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
交

会
必
ず
か
ぶ
ろ
う
ヘ
ル
メ
ッ
ト

通
死
亡
事
故
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間

会
絶
対
し
な
い
飲
酒
、
暴
走
運
転

を
設
け
、
無
謀
運
転
の
抑
制
に
努
め

ま
す
。

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
い
な
か
、
な


に
か
と
車
に
乗
る
機
会
も
多
く
、
事


故
の
多
発
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
、


こ
の
時
期
は
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
す


る
機
会
が
多
い
と
き
で
す
。


飲
酒
運
転
は
、
重
大
事
故
を
招
き

被
害
者
も
加
害
者
も
悲
惨
な
自
に
あ

l

的
人
権
が
確
立
し
て
い
な
い
か
ら
戦

争
が
起
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
認

識
さ
れ
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を

維
持
し
、
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を

尊
重
す
る
こ
と
を
目
的
に
国
際
連
合

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
最
初
の
仕
事
の
一
つ
と
し
て
、

「
人
権
の
無
視
及
び
軽
侮
が
、
人
類

の
良
心
を
踏
み
に
じ
っ
た
野
蛮
行
為

¥) 

¥」
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場 時
所 間

生
命
保
険
と
税
金


生
命
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
人
は
、
所
得
税
を
計

算
す
る
際
に
年
間
の
支
払
い
保
険
料

の
額
に
応
じ
て
、
年
間
所
得
金
額
か

ら
一
定
額
が
鐙
除
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
命
保
険
料
の
控
除
を

受
け
る
た
め
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
た

め
の
手
続
〉

生
命
保
険
料
の
控
除
を
長
け
る
た

め
の
手
続
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場

合
は
、
年
末
調
整
の
際
に
控
除
を
受

け
ま
す
の
で
、

「
給
与
所
得
者
の
保

険
料
控
除
申
告
祭
」
に
必
要
事
項
を

-
記
入
し
て
、
年
末
調
整
の
時
ま
で
に

勤
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
サ

第
九
回
芸
術
祭

作
品
募
集

昭
和
五
十
九
年
芸
術
祭
の
作
品
を

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

受
付
締
切

一
月
九
日 

(
月 
)

作

品

の

一
月
十
二
日
(
生
花
、

持
ち
込
み

盆
栽
は
十
三
日 
)

作
品
種
別

写
真
、
繋
道
、
墨
絵
、

絵
画
、
手
芸
、
魚
拓
、
生
花
、
盆

栽
、
そ
の
他
の
芸
術
作
品 

(
サ
イ

ズ
、
題
は
自
由
)
。

作
ロ
聞
の
展
示
は
、 

一
月
十
四
日
か

ラ
リ 
1
7
ン
以
外
の
人
は
来
年
二
月

十
六
日
か
ら
始
ま
る
砿
定
申
告
の
時

に
「
確
定
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
ま
す
。

た
だ
し
‘
い
ず
れ
の
場
合
も
支
払

っ
た
保
険
料
が

一
契
約
で
年
間
九
千

円
を
超
え
る
と
き
は
、
保
険
会
社
な

ど
が
発
行
す
る
払
込
証
明
書
が
必
要

で
す
。

〈
生
命
保
険
料
の
控
除
額
〉

控
除
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
保
険
期
聞
が
五
年
未
満

の
生
命
保
険
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
貯
蓄

型
保
険
の
保
険
料
は
、
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た

そ

の

年

に

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
い
て
受
け
取

っ
た
剰
余
金
や
割
戻
金
は
、
支
払

つ

ら
十
五
日
ま
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
全
館

で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
準
備
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
当
日
は
リ
フ
ォ

ム
展
(
再
生
利
用 
)
、
不
用
品
交
換
即

売
会
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

東増平
篠井岡 ぁ善

二宝� J台� ζ・リ"意
雪?工 さか�  
λλλ 、、と� 
~ -- まう
た中棚 し
内角野 た� 

0月16日-11月15日

た
保
険
料
か
ら
差
し
引
く
-
}
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

支払った保険料の金額の合計額 生命保険 料 控 除 額� 

25.000問以下の場合 支払った保険料の全紙� 

25.001円か ら50.000同までの場合 (支担 勺た� f:jl険科)x~
の金制の合計額� X一2一12.500円� 

50.001円から� 100.∞o円までの場合 (支払 った保険料)x一一25.000同
の金額の合計青白 』� 

100.001円以上の場合 一 律に50.000円

機

木

庄

士口
さ
ん

(横

瀬 

)

谷

本

昭

さ

ん

(

今

山

)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀
行

に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

A

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
地
区
対
抗
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
リ
ー
グ
戦
は
、

プ
ロ 

γ
ク
を
七
戦
全
勝
で
勝
ち
残

つ

た
与
川
内
チ
ー
ム
と
、 

ブ
ロ
ッ
ク

B

を
五
勝
二
敗
得
失
点
差
で
勝
ち
上
っ

て
き
た
、
中
山 

チ 

ム
に
よ
っ
て

十

一
月
十
六
日
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、

A

l

墨
総
学
級

十
二
月
七
日 

(
水 
)

十
二
月
十
七
日
(
土 
)

午
後
七
時
三
十
分 

午
後

九
時
三
十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
瞥
室

i

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
衣
装
の
貸
し
出
し 

与
川
内
が
劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で

優
勝
し
ま
し
た
。

優

勝

与

川

内

チ 

ム

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

習
字
学
級

準
優
勝
中
山
A
チ
ー
ム

l

H

O
申
し
込
み
先

町
教
育
委
員
会
内

十
二
月
二
十
日
(
火 
)

午
後
七
時

1
午
後
九
時

ズ
ボ
ン
・
欄
子
・
ベ
ル
ト
・
ヒ
ゲ 
)

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

五
組

農
村
婦
人
の
家

み
そ
加
工
の
シ
ー
ズ
ン
て
す

所問

O

十
二
月
六
日
(
火
)

町
こ
ど
も
会
連
合
会
事
務
局

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
衣
装 

(
上
着

・

場時

士反

最
近
で
は
働
く
女
性
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
「
み
そ
加
工
は
め
ん
ど
う

く
さ
い
の
で
作
っ
て
も
ら
う
」
そ
ん

な
会
話
を
よ
く
き
き
ま
す
。
今
ま
で

み
そ
づ
く
り
と
言
え
ば
女
の
人
に
と

っ
て
大
変
な
仕
事
で
し
た
。
農
村
婦

人
の
家
を
知

っ
て

か
ら
、
こ
ん
な
に

簡
単
に
早
く
み
そ
加
工
が
で
き
る
の

に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

大
豆
を
一
盆
夜
水
に
つ
け
て
お
け

ば
一
時
間
で
煮
え
ま
す
。
後
は
こ
う

じ
と
塩
を
合
わ
せ
、
大
型
ミ
ン
チ
で

本

岸

上

イ
可ア

ノ

つ
ぶ
し
袋
に
詰
め
て
仕
上
が
り
で
す
。

三
人
か
四
人
で
一
組
と
な
り
、
作
業

を
す
れ
ば
雑
談
の
う
ち
に
短
時
間
で

で
き
上
が
り
ま
す
。

自
分
の
家
の
大
豆
で
好
き
な
味
の

み
そ
が
作
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
存
食

な
ど
加
工
食
品
も
で
き
ま
す
。
い
つ

で
も
お
気
軽
に
農
村
婦
人
の
家
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

。

農
村
婦
人
の
家
は
、
十
二
月
二
十
九

日
か
ら

一
月
三
日
ま
で
年
末
年
始
の
た

め
休
み
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
生命保険と税金徳島税務署
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防

寒

こ
で
厳
寒
川
制
で
も
二
十
八
度
以
上
に

な
る
と
換
気
を
し
て
温
度
を
下
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
目
様
は
日
中
の

温
度
を
二
十
五
度
ぐ
ら
い
に
維
持
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
厳
寒
期

で
も
夜
間
温
度
は
二
度
以
上
に
管
理

し
な
い
と
障
害
が
出
る
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
直
立
状
に
伸
び

た
校
を
作
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ

り
そ
の
た
め
に
は
主
校
本
数
は
三

本
ま
で
と
し
、
盟
主
校
、
側
枝
が
下

垂
で
き
る
だ
け
の
間
隔
を
と
っ
て
く

だ
さ
い

。) (
栽
培
間
隔
も
同
様
の
考
え

方
で
す

せ
ん
定
は
、
校
全
体
が
下
垂
す
る

ま
で
行
わ
ず
、
下
垂
す
れ
ば
図
|
①

の
よ
う
に
、
上
か
ら
か
ぶ
さ
ら
れ
た 

四 
1
五
年
枝
を
間
引
せ
ん
定
し
ま
す
。

同

摘

果

一
般
に
、
四 
0
1
五 

築
に
一
果

の
割
合
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
隔
年
結
果
を
し
て
い
る
樹
は
局
部

全
摘
果
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

局
部
全
摘
果
と
は
、
図
1

②
め
よ


う
に
、
樹
高
三
分
の
二
以
下
の
部
分


で
五
年
枝
以
上
の
枝
を
半
量
全
摘
果


し
、
残
り
の
枝
は
キ
ズ
果
、
奇
形
巣


の
み
を
除
く
方
法
で
す
。
こ
の
方
法


で
、
人
為
的
に
枝
単
位
で
隔
年
結
果


を
さ
せ
る
の
で
す
。


そ
し
て
、
樹
勢
の
回
復
を
み
な
が

ら
普
通
の
摘
果
へ
と
も
ど
し
て
く
だ

さ
い
。

O

図ー② 局部全摘果

部分熔果の位置

上
層
部
中
層
部

健
康
体
操
教
室

ぼ
月
第

2
、
4
日
嶋
田


午
後 
8
時 
1
9
時


講
師
田
村
玉
子
先
生


※
受
鱗
希
望
者
は
町
教
育
委
員
会

ま
て
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
の


温

度

管

理


い
ち
ご
の
温
度
管
理
で
は
、
日
中

三
十
度
以
上
の
高
狙
管
理
に
な
る
と

は
、
ク
ロ
ロ 

を
十
川
当
た
り

I
P
C

温
州
み
か
ん

特
に
幼
木
は
コ
モ
、
ワ
ラ
等
で
防

三
百
げ
て
ま
た
は
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ

ド
百 
1
百
五
十
づ
を
水
百 
1
百
五
十

や川
の
水
に
溶
か
し
て
全
面
に
散
布
し

O

寒
を
行
、
っ
。

病
害
虫
防
除

マ
シ
ン
油
乳
剤
(
九
五
軒
)
凶

(
九
七
行
)
六 

倍
を
散
布
。
樹
凱 

ま
す
。

な
お
矧
が
乾
燥
し
て
い
る
状
況
で

使
う
場
合
は
、
多
め
の
水
に
溶
か
し

て
飲
布
し
な
い
と
効
果
が
落
ち
ま
す
。

l
十
万
温
州
の
連
年
結
果
対
策

十
万
浪
州
の
隔
年
結
果
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
説
明
し
ま

す
。

付

施

肥

今
ま
で
十
万
温
州
は
樹
勢
が
強
い

た
め
隔
年
結
果
を
お
こ
す
と
い
う
こ

と
で
、
普
通
温
州
よ
り
少
肥
で
栽
培

さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
が
大
き
な
間
違
い
で
し
た
。

州
品
作
年
に
も
充
実
し
た
無
稽
来
の


春
校
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
む
し


ろ
多
肥
が
必
嬰
な
の
で
す
。


表 

①
は
、
施
肥
法
準
で
す
が
、


九
月
上
旬
の
地
肥
を
加
え
全
体
に
多


く
し
て
い
ま
す
。


な
お
、
町
内
で
は
今
ま
で
施
肥
置

が
少
な
く
、
樹
勢
の
低
下
が
見
ら
れ 

時 期

2 月下旬�  

3 月下句�  

6 月下旬�  

9月上旬�  

11月中 旬�  

言十� 

成分 量�  (kg) 

N 

5 

5 
10 

5 
10 

35 

P 
3 

3 
6 
3 

6 

21 

K 
4 

4 

8 

4 
8 
28

奇
形
果
が
発
生
す
る
ほ
か
、
過
繁
茂

や
徒
長
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

い
ち
ご
の
栽
培
適
温
は
比
較
的
広

く
二
十
五
度
1
二
十
六
度
で
す
が
、

晴
天
の
日
の
ハ
ウ
ス
内
温
度
は
三
十

五
度
ぐ
ら
い
に
上
が
る
こ
と
も
め
ず

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
ダ
ニ
類
。

OW
倍、の

貯
蔵
に
つ
い
て
は
三
l
凶

r)

弱
い
聞
は
三
月
に
散
布
す
る
。

主
づ
く
り

冬
場
に
堆
肥
の
投
入
を
行
い
土
づ

く
り
に
努
め
る
。

貯

蔵

果
実
は
て
い
ね
い
に
扱
い
、
長
期

れ
予
措
を

行
う
こ
と
。
適
温
(
三 
1

五
度 
C
)、

適
湿 
(八 
0
1
八
五 

を
保
つ
よ
う

管
理
す
る
。

玉
ね
ぎ
の
除
草

た
ま
ね
ぎ
栽
庖
で
は
生
育
期
間
中


に
二
回
程
度
の
除
草
が
必
要
で
す
。


そ
こ
で
、
こ
の
労
力
を
省
く
た
め
除


草
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。


使
用
方
法
は
、
玉
ね
ぎ
の
植
え
付

け
後
活
着
す
る
と
早
目
に
除
草
剤
を

散
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
薬
剤

ら
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

る
の
で
、

ニ 

わ
れ
ま
す
。

三
制
均
が
必
要
と
思

i

国

益

枝
、
せ
ん
定

商
品
位
の
高
い
果
実
は
、
夏
枝
、

ま
た
は
、
長
く
伸
び
て
下
垂
し
て
い

る
春
枝
に
着
花
し
て
い
ま
す
。

表ー① 施肥基準

(10アール当たり� 4，000kg目樗o 

~国一① せ ん Aと

¥‘' 

下
層
部

幸治E買は部分満票の位置を示す

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ



三
句
ハ
ガ
キ
で

返
り
先
勝
浦
町
三
渓

田市
品
開
広
実
(
都
景
)
ま
で

町
内
在
住
の
か
と
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
短
駅
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代
に

の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
さ
い。
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bzzしの
 1 

横

瀬

稼

勢

銀

星

出 
は
毎
月
十
白
ま
で
に

zd

12つみと;一- 	 成犬
))い四』て:r 8O. 	

小犬

一	 位

;;帰 ;!1iiiT!日� 

ぐ俳句〉j事


掛

谷

山

丸

千

絵

竿
売
り
の

附
伸
び
せ
し
声
小
春
凪
ぎ

人
形
の
着
付
終
え
た
る
菊
の
盛

衣
に
ひ
そ
み
居
し
草
鼠
肌
を
刺
す

沼

江

大

岡

初

立

国

染
め
ず
来
し
白
安
気
に
な
る
秋
の
旅

開
聞
き
溜
る
伽
藍
の
庭
に
散
る
紅
葉

家
康
も
お
し
ん
も
動
く
菊
人
形

、司、

一飼しミ犬は必ず
自然な� s手伝いを

身体障害者福祉週間� つないで下さい一 有ミ

用� 
戸~

号泣すf ームヲ'D� J 

12月9日-15日 12月� 7日(水 /7" さ� 

-

野
の
秋
や
使
い
過
ぎ
た
る
肘
が
鳴
る

馨
の
笑
の
小
鳥
鳴
か
し
て
や
り
過
し

坂

本

谷

富

士

年
賀
状
は

初
日
ま
で
に

年
賀
状
は
元
日
に
配
達
で
き
る
よ

う
、
お
早
目
に
お
出
し
く
だ
さ
い 

0

・	

年
賀
状
、

小
包
な
ど
す
べ
て
の

郵
便
物
に
は
、
受
取
人

・
差
出
人

の
郵
便
番
号
を
正
確
に

お
書
き
く

だ
さ
い
。

畦
野
菊
泥
に
汚
れ
て
秋
の
行
く

枯
菊
を
焚
け
る
匂
い
の
訓
師
、
え
り

坂

本

畠

田

久

恵

初
百
舌
に
気
流
烈
し
き
朝
の
空

天
命
の
齢
波
想
、
つ
秋
の
行
く

坂

本

た

に

ふ

じ

え

濃
く
淡
く
阿
蘇
の
噴
煙
草
紅
葉

絶
壁
を
見
上
げ
径
行
く
蔦
紅
葉

坂

本

日

浦

翠

峰

大
半
が
谷
の
上
な
る
柿
熱
る
る

さ
ん
ま
焼
く
匂
ひ
様
、
つ
野
路
帰
り

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

柚
酢
し
ぼ
り
庭
の
隅
ま
で
香
の
走
る

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

育
問
に
誰
か
臥
て
居
し
秋
の
行
く

-
書
。
団
地
に
は、

P

・
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

-

子
供
さ
ん
あ
て
は
一
主
名
を
お

忘
れ
な
く
。

暮
早
し
コ
ス
モ
ス
庭
に
残
り
咲
く

槻

野

太

田

正

平

柿
熟
れ
て
ひ
ょ
鳥
の
芦
盗
ま
し
き

国
会
の
解
散
近
し
里
の
秋

生

名

滝

口

良

一

残
菊
を
焚
き
た
る
後
の
土
匂
ふ

風
の
秋
人
の
死
に
途
い
生
に
ム
ロ
い

生

名

丸

山

香

月

籾
が
ら
を
被
せ
て
白
固
め
冬
仕
度

掛

谷

斉

藤

重

子

人
し
き
り
来
て
笠
菊
の
辺
を
去
ら
ず

船

谷

野

上

す

み

れ

鉢
の
菊
見
事
に
咲
け
り
婚
の
庭

掛

谷

駒

津

光

洋

息
白
し
ゲ
|
ト
ボ
|
ル
を
競
い
居
て

部
屋
の
明
る
さ
は
、
時
す
ぎ
て
も

明
る
す
ぎ
て
も
目
を
疲
れ
さ
せ
ま
す
。

画
面
の
明
る
さ
に
合
わ
せ
た
開
明
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
直
射
日
光
が

差
し
込
む
部
屋
で
は
、
カ
ー
テ
ン
を

引
く
な
ど
し
て
画
面
に
直
接
、
光
が

当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
て
名
は
、

町
名
・
番
地
・
肩

棟
番
号
・
室
番

号
ま
で
く
わ
し
く
お
書
き
く
だ
さ

通
常
は
が
き
を
使
用
す
る
場
合

は
、
表
面
の
見
や
す
い
所
に

「
年

賀
」
と
朱
番
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
適
当
な
枚
数
ご
と
に
一
束

に
し
、
こ
れ
に
「
年
賀
郵
便
」
と

教育相談室12月定例l山配ごと相談

事日時� 12月� 2日樹 事相談日 毎週月・水・金曜日
人権，行政関係

午前9時一午後5時
午前� 10時一午後� 3時

牟電話�  2 -2511番
-場所 住民福祉センター� 2階

事相談員 社会教育指導員
農(I繁期のため今月は第� 3金曜日 相原亨�  

6日)の相談は休みます。

記
載
し
た
符
せ
ん
を
添
え
て
差
し

除夜の鐘

圃wH号事長聖ヨ，.. 

部屋の明るさは

画面と

同じ程度に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品郵便局だより

MUS04
テキストボックス
四電便り
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石 中

-v
星	

-v
と

宵
問
弁

尾
田

句明
 
d

原合
福
野 

『、ーー'ー〆
耳E見

京� 

き

と
こ
ろ 

よ
る
発
熱
、
発
疹
を
特
徴
と
す
る
伝

微
力
の
強
い
急
性
伝
染
病
で
す
が
一

度
感
染
す
る
と
一
生
か
か
り
ま
せ
ん
。

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
役
場
住

民
福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

(
直
接
医
療
機
関
で
は
接
種
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
)。

対
象
者

・
昭
和
五
十
六
年
三
月

一
日
か
ら
昭

和
五
十
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子 

-
六
歳
未
満
で
麻
し
ん
に
か
か

っ
て

い
な
い
子
及
び
予
防
接
種
を
、
つ
け

た
こ
と
の
な
い
子

実
施
期
間

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら

昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

の
間

料

金

千
二
百
円

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
役
場
保
健
婦

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

/ーー、、/一一、、〆F一ー、、/一ー、、 /ーー、、� 

1¥子 自� 

C& l0i略) 

1恵黒久横徳久沼坂上黒

島島�  l惨

市岩国 j頼 市 国 江 本 田 ] 岩

藤岸 谷稼川力日尾山 荒小
丸聖子 !協勢上藤下口 木西

{左
富 文 代 和 幸悦 字文二

戸
籍
の
窓

叩
月
叩
日 
1
竹
月
刊
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

J
i
:

清
治 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

十
二
月
か
ら
翌
年
の
二
月
ご
ろ
に

き 破日
傷 咳
風・
二二レ/

予種フ
防混テ
接合リ
種ア

十
二
月
七
日
(
水
)

百

子|盗 子実子明子夫

と

か
け
て
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

し
や
す
い
季
節
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
ず
、

ま
た
、
か
か
、っ
て
も
軽
く
す
む
よ
う
、

一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

t
/

幸
子
」 

一

愛

江
間
)
長

女

絞

四
日
)
一

一男

克

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

中

角

与
川
内

今

山
中

山
中

角

坂

本

該
当
児

宮大相谷瀧増
下西原本花井

府
二

(
剖
歳 
)

輝
夫 

(
制
歳
)

貿
平 

(
川
歳
)

ト
ク 

(
回
歳
)

芳
郎
(
部
歳
)

平
八 

(
祁
歳
) 

昭
和
五
十
八
年
七
月

一
日 

1
十
月
三
十

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児

母
子
手
帳
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

乳
児
健

康

診

査 

炉

』

お

ぜ

十
二
月
十
六
日
(金
)

子哉

三
歳 
l

午
後
一
時
三
十
分 
1
二
時

三
十
分

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
当
児

二
歳 
1
四
歳
未
満
の
子
で

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

接
種
方
法

第
一
期
は

一
か
月
ご
と

に
三
図
。
第
二
期
は
、
三
回
終
了

後
十
二
か
月 
1
十
八
か
月
後
に
一

回
接
種
。

接
種
料

無
料 

※	

印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参
〈

だ
さ
い
。

麻
し
ん
な
し
か
)
予
防
接
種

麻
し
ん
は
、
麻
し
ん
ウ
ィ
ル
ス
に

五

歳

二

百

円

六
歳 
1

十
二
歳

十
三
歳
以
上

こ
の
予
防
接
種
は
二 

二
百
五
十
円

三
百
五
十
円

i
四
週
間
の

ご
結
婚
お
め
で
と
う

谷1¥者

古
田
富
士
夫

薬

品

洋

子

乳
児
健
康
診
査

十
二
月
九
日
(
金
)

午
後
一
時
三
卜
分
よ
二
時

勝
浦
病
院

H 

と
こ
ろ

該
当
児

昭
和
五
十
七
年
十
月

一 

勝
浦
病
院

1
昭
和
力
十
八
年

一
月
三

十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

間
隔
で
二
回
接
種
が
必
要
で
す
。

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

場 所1|昔 時月 日

12月5日(月) 午後 1時30分-3時 坂本小学校�  

8日休) 午後 2時-3時30分 農 村 婦 人 の家�  

14日(水) 午後 1時30分-31時 与川内事業所 �  

15日休) 午後 l時30分-3時 勝浦町農協倉庫・� 2階� 

住民福祉センター時31分-30寺111午後日(ァド)21 

星 ノ℃ミ1 爪L ‘ ムヱス� ι砕ι22日(木) 午後 1時30分-31時

※ ※ 

インフル工ンザ予防接種目程表

夜間穀倉、当番表
12月2日上勝第2診療所

電話番号� 

勝浦病院� 
2 -2555 

山西医院� 
2-3027 

湯浅医院� 
2-2003 

赤岩医院� 
2-2006 

上勝診療所� 
6-0302 

上勝第2診療所� 
5-0152 

@日 湯浅医院

6日勝浦病院

8日赤岩医院�  

10日勝浦病院

12日上勝 52療所�  

14日山西産院

16日勝浦病院 �  

⑬日 上勝第 2ð~療所

20日湯浅医院�  

22日勝浦病院

24日赤岩医院�  

26日勝浦病院

28日上 勝 診療所�  

30日山西医院

平日 午後6時~翌朝午前 9時

休日 午後フ時~翌朝午前 9時
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